








要約 南九州地区における HTLV-Ⅰ母子感染について栄養決別,母乳栄養期間別での感染率

を検討した。追跡児のうち母乳栄養児全体の感染率は 6.7%で人工乳栄養児の 5.3%と有意

差はなかった。しかし母乳を7か月以上哺育した長期母乳栄養児は 25.0%と感染率が高く,

短期母乳栄養児の 3.2%と有意差があり.人工乳栄養児とも有意差が認められた。また短期

母乳児は人工乳栄養児と感染率には差がなく,母親が望めば短期母乳を推奨しても構わな

いと考えられた。


